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認知症作業療法 活動報告（概要） 

 山形県作業療法士会では，主要とする3事業として，①認知症基礎研修事業（UD研修と
認知症出前講座スライド資料等の改訂），②認知症作業療法ブラッシュアップ（BU）事業
（BU研修，認知症出前講座講師養成，UD研修講師養成等），③認知症地域支援事業（認

知症出前講座，認知症フォーラム，若年性認知症支援，認知症初期集中支援チーム普及）
を行っている．他に，県認知症施策推進協議会への委員の派遣，RUN伴山形への参加奨励，

認知症キャラバンメイト活動への協力，介護予防・日常生活支援総合事業に関わる認知症
予防に資する作業活動等の検討などを行っている． 

認知症基礎研修事業 

 2017年よりUD研修は県内2箇所で開催している．2017年は122名，2018年は55名，
2019年は会員22名の参加があった．他職種団体にも広報して参加を促し，2019年度は
5名が参加した．また，一般広報用パンフ（認知症あるあるVol.2）を発行した． 

今後の展開 

・認知症の人と家族の会への協力，協働関係の発展 

・県内4支部における，さらなる認知症作業療法の推進 

・認知症出前講座を通した認知症予防事業への関わりと専門職への支援 

・認知症初期集中支援チームに関する事例集などの啓発物作成 

認知症作業療法ブラッシュアップ（BU）事業 

認知症地域支援事業 

 認知症出前講座は，各市町村の予防事業や老人クラブ，介護事業
所（ケアワーカー等，専門職向け）等より依頼を受け開催している．
2013年～2018年までで236件，参加者数は延べ6,786名であった． 

 認知症フォーラムは，3年前の協会50周年記念事業として開催し，
その後も継続して開催している．昨年は5カ所で開催し，合計166名
が参加した．今年度も5カ所での開催を予定している． 

 認知症初期集中支援チーム普及事業では，支援チームの紹介スラ
イドを作成中である． 

 若年性認知症支援では，若年性認知症の会「なのはな」への参加
を継続している． 

 県の介護サービス事業所・介護支援専門員向け集合研修会への専
門職派遣事業においては，認知症の基礎知識，認知症予防のための
活動紹介，認知症のアセスメント法についてスライドを作成した． 

認知症予防事業 

 県の住民主体の通いの場におけるプログラム策定事業にて，認知症
予防・社会参加活動支援メニューの提案と検証を継続中である．また，
一般介護予防事業において，事業所や当事者を対象に，認知症の方へ
の支援の視点や具体的支援方法の提示を実地で行っている． 

 認知症基礎研修事業の上位研修としてBU研修を11月に開催する．

多職種協働による認知症の方への支援，臨床や地域で求められる認
知症の方への対応力を学ぶ研修会を企画している. また会員向けに，
認知症出前講座や認知症基礎研修会の講師を養成する取組みも，併
せて行っている. 


